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序  文 

近年、各自治体が歴史と風土に根ざした地域の活性化を推進するために、郷

土にある文化財を再認識し、それを地域づくりの拠点として整備し活用してい

こうといった考え方を持つところが多くなってきております。 

宮城県としても本間知事の提唱により平成２年度から「われらみやぎの東北

学おこし事業」を実施するなど、国際化の推進や産業経済の発展の基盤となる

歴史と風土に根ざした東北の「地域らしさ」の確立に努め、21世紀に向けた新

たな県土づくりに取り組んでいるところであります。 

一方、近年の本県における各種開発事業の活発化には目を見張るものがあり

ます。道路建設や圃場整備など生活関連事業をはじめ、ゴルフ場などの大規模

なレジャー施設や工場団地・住宅団地の進出が著しく、これらの開発によって

埋蔵文化財が破壊の危機にさらされる場合が多くなってきています。 

改めて申すまでもなく、埋蔵文化財は文献などに記録されていない地域の歴

史を即物的に解明することが出来る貴重な歴史資料であるばかりでなく、その

地域に住んでいる人々にとって最も親しみやすく、精神的なよすがとなるもの

であります。まさに「東北学」を考える上での最も基本となる資料と言えます。 

しかし、埋蔵文化財は土地との関連で保存されてきたものであるため、各種

開発事業によって絶えず破壊･消滅のおそれにさらされております。当教育委

員会としては開発関係機関等との協議を通してこのような貴重な文化財を保

存し、後世に伝えることに努めているところであリます。 

本書は開発関係機関等との協議・調整に基づき平成５年度に当教育委員会が

行った発掘調査の成果を収録したものであります。これらの成果が地域の歴史

的解明と文化財保護思想の高揚のため役立てていただければ幸いです。 

最後に、協議にあたリ各遺跡の保護調整に理解を示され、調査にあたっても

多大なご協力・ご支援をいただきました関係機関各位、および発掘作業にあた

られた皆様に深く感謝申し上げる次第です。 

平成６年３月 

宮城県教育委員会教育長 鈴 鴨 清 美 
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調 査 要 項 

遺 跡 名：下草古城跡（しもくさこじょうあと） 

宮城県遺跡地名表記載番号23068 

遺 跡 記 号：0Ｇ 

遺跡所在地：宮城県黒川郡大和町鶴巣下草 

調 査 原 因：県営圃場整備事業 

調 査 面 積：約12,000㎡ 

調 査 期 間：平成５（1993年） ４月７日～12月20日（事前調査） 

平成６年（1994年） ２月24日（立会い調査） 

調 査 主 体：宮城県教育委員会 

調 査 担 当：宮城県教育庁文化財保護課 

調 査 員：須田良平、伊藤 裕
ゆたか

、天野順陽
まさはる

 

調 査 協 力：大和町教育委員会、宮城県仙台土地改良事務所、大和東部土地改良区 

調査参加者：大内悦子、斎藤永記、斎藤徹子、斎藤柳子、佐藤淳子、佐藤邦子、佐藤裕子、

菅原喜四郎、高橋久兵衛、高橋惣市、高橋つよ子、高橋良三、横田ひで子、    

横田よし子、若生孝子、渡辺光男 （五十音順） 

整理参加者：伊藤由美子、大宮千賀子、大森かけひ 
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第一章 遺跡の位置と環境 

Ⅰ 遺跡の位置（第１図） 

下草古城跡は、黒川郡大和町鶴巣下草に所在する。大和町の中心部、吉岡から南東に３

㎞のところに位置する。 

奥羽山脈・船形連峰に端を発した吉田川とその支流である善川、竹林川は、徐々に高度

を下げ周辺を開析しながら東流する。大和町の中心部、吉岡から舞野、下草付近では、吉

田川に、北西から善川、南西から竹林川が合流しており、広く沖積地が広がっている。遺

跡は竹林川が合流する地点から1.5㎞程上流にあり、標高13～15ｍの自然堤防とその周辺

に位置する。 

Ⅱ 遺跡の現状と推定される城郭構造（第２図） 

遺跡の範囲は東西500ｍ以上、南北約600ｍで、北西隅のかけた長方形を呈する。遺跡の

北と西は竹林川に画され、竹林川に沿った部分は河川改修によって原形を失っている。南

は鶴巣館が立地する丘陵に接している。一方、東側は沖積地が広がっている。圃場整備が

行なわれているため現在の地形から遺跡の東端は明瞭ではないが、昨年の調査で東端は

8・10 区付近であることが確認された。遺跡の現状は水田や畑であり、標高の低い部分は

水田、それよりも一段高い平坦な部分は畑として利用されている。 

これらを詳細に見てみると、遺跡の南側は水田が広範囲に広がっているのに対して、北

側は一段高い畑の部分が広がり、それらを二重に取り囲むように細長い水田部分が認めら

れる。これは城跡の地割りを反映するものであり、高い部分は本丸や二の丸、低い部分は

堀という北端中央の畑部分を中心とした城郭配置の様子が明瞭に残存している。渡辺・大

藤両氏が『大和町史』において、明治19年の地籍図（以下地籍図と略記）をもとに推定復

元した城の構造では、外堀と考えられる水田までが城の郭内であり、現状も当時とほとん

ど変わっていない。郭外とされた東側、南側には、地籍図によると堀（水田）によって細

かく区割りされた部分が広がり、侍屋敷跡と推定されている。しかし、現状では高い部分

は島状に散在するのみであり、後世に削平されて水田として利用されている。この南側の

水田部分では、細長い水田の形から堀と推定可能なところもあるが、内堀ほど明確なもの

はない。 

以上のように、本遺跡は平野部に築かれた城としては、県内唯一ともいえる保存状態が

良好な遺跡である。 
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Ⅲ 文献上の下草古城跡 

下草古城については、享保13年（1728年）の『仙台領古城書立之覚』などに記載され、

『大和町史』（遠藤・伊藤：1975）にまとめられている。 

まず、城主、年代については、伊達政宗の三男で、伊達家の重臣であった飯坂家の後を

継いだ宗清が宮城郡松森村から慶長十五年（1610年）に下草に移り、元和二年（1616年）

に吉岡に移るまで数年間住んだとされている（遠藤・伊藤：1975）。また、飯坂家の牌所

で、現在吉岡にある「天皇寺」の『書上』によると、この寺は飯坂家に従って福島県伊達

郡飯坂村から宮城郡松森村に移り、さらに、宗清に一年遅れて、慶長十六年（1611年）に

下草に移り、そして元和二年（1616年）に吉岡に移ったことが記され、前記述を裏付けて

いる。 

規模は、『仙台領古城書立之覚』によると、 

「平 古城 東西四十六間、南北六十八間。但四方ニ土手形上口八間之堀アリ西北ハ

川東南ハ幅四間長二百八十間ノ堀アリ」 

とある。これは本丸部分が東西約80ｍ、南北約120ｍ、本丸の四方には幅約14ｍの内堀が巡

り、西・北側は竹林川が流れ、東・西側には幅約７ｍ、長さ約500ｍの外堀がある、と解せ、

現地形から推定できる城の構造・規模とほぼ一致する。 

なお、文献に記された「下草古城」の城主、年代、規模・構造については上述の通りで

あるが、これまでの調査結果から宗清が「下草古城」に居城する以前にも町並みが存在し

ていた可能性が高いことが指摘されている（須田：1992・1993）。また、『伊達治家記録』

（平：1973）にも、宗清が「下草古城」に居城する以前の天正18・19年（1590･1591年） の

大崎葛西一揆平定の時に「下草城」「下草館」の名前が数回現われ、伊達政宗や蒲生氏郷

らが立ち寄っていることが記されている（佐野：1980）（註１）。この「下草城」「下草

館」と「下草古城」が同一のものであるならば「下草古城」の年代が約二十年遡ることに

なり、調査結果と矛盾しない。しかし、『伊達治家記録』などに表われる「下草城」「下

草館」は16世紀末という年代からも中世の山城である「鶴巣館」を指している可能性もあ

り、「下草城」「下草館」と「下草古城」が同一のものであるかは不明である。 

（註１）仙台市文化財課田中則和氏より御教示いただいた。 
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第二章 調査に至る過程と方法 

Ⅰ 調査に至る過程 

今回の調査区は、遺跡の南西部に当たる。この地域の圃場整備に先立ち道水路部分が工事対

象となったためその部分の調査を行なった。 

調査区は調査着手順に１区・２区・３区…18区というように数字を付してある。昨年度は１

～12区まで調査を行なったが、調査期間の関係で、５区は東側半分の精査、７区は確認調査を

行なっただけである。このため今年度は13～18区に加えて、５区の西側半分、７区の精査も行

なった。調査面積は約12,000㎡である。 

13～16区は遺跡の南辺の東西方向の調査区である。15区は遺跡の南西端、16区は南東端にあ

たる。13区は５区に接続する。 

７・17・18区は外堀と推定される部分のすぐ南側の東西方向の調査区である。 

Ⅱ 調査の方法 

調査にあたり、５・７・15～18区は、17区南東部の№８杭を座標原点とし、グリッドを設定

した。13・14区は測量が間に合わなかったため、圃場整備計画の基準杭をもとに、任意にグリ

ッドを設定した。なお、原点の国家座標は次の通りである。 

座標原点（№８杭） 国家座標Ｘ=－175273.928 Ｙ=＋6217.872 

精査した遺構は、設定したグリッドをもとに簡易遣り方測量、平板測量による平面図を作成

し、必要に応じて断面図を作成した。写真記録については35㎜白黒・カラーリバーサル写真、

６×７白黒・カラー写真によって行なった。 

調査は４月７日に開始し、８月４日に空撮、11月27日に地元の方々を対象に現地説明会を行

ない、12月20日に調査を終了した。また、平成６年２月24日には、16区北側部分の緊急工事に

伴い、立会い調査を行なった。 
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第三章 発見された遺構と遺物 

今回の調査で多数の遺構が確認されたが、ほとんどが中近世のものである。その他、古

墳時代、平安時代の遺構が確認された。 

Ⅰ．中近世 

１.発見された遺構 

掘立柱建物跡、柱穴列跡、道路跡、井戸跡、溝跡、土壙、墓壙、鍛冶遺構、焼け面遺構、

炭化物集中遺構、集石遺構、柱穴が確認された。井戸はすべて素掘りであるが、出水や堆

積土の崩落で底面まで調査することはできなかった。また、掘立柱建物跡のものと思われ

る柱穴も各調査区で多数見つかっているが、調査区の幅が広い13区で比較的多く建物跡と

認識できたにすぎない。以下、区ごとに主要な遺構の説明を行なう。なお、掘立柱建物跡、

柱列跡、井戸、溝、土壙については一覧表（第１表～第8表）を作成したため、区ごとの特

徴、特筆すべきことのみ記述する。 

（1） ５区面（第５図～第７図） 

昨年度調査した５区東の西側未調査部分である。掘立柱建物跡４棟、柱列跡４列、井戸

11基、溝15条、土壙３基、焼け面遺構２基、炭化物集中遺構１基、集石遺構１基、柱穴多

数が確認された。溝ＳＤ106～111、118は、５区東からの延びが確認されたものである。 

また、調査区ほぼ全域にわたり整地層が認められた。整地層は、調査区南部を東西に延

びる大溝ＳＤ118を境に、北側の整地層（ＳＸ407）と南側の整地層（ＳＸ420）があるが、

両者の関係は確認できなかったため、ＳＸ407とＳＸ420で確認された遺構との関係は不明

である。 

北側の整地層（ＳＸ407）は、厚さ数cm～十数cm、灰黄褐色、黄褐色の砂質シルトで、整

地層上下両面で多数の遺構が確認され、上面ではＳ93付近で最大５時期、下面ではＳ138

付近で最大３時期にわたる遺構の変遷が認められた。南側の整地層（ＳＸ420）は、厚さ10

～20㎝の灰黄褐色の砂質シルト層である。この付近は遺構が少なく、整地層下面で溝１条、

井戸１基、柱穴１個が確認されただけである。 

これらの整地層が残存していない区域に位置する遺構については、整地層の上面、下面

いずれの遺構に属するかは不明である。 

《整地層上面で確認された遺構》 

柱列跡 

【ＳＡ502柱穴列跡】調査区北東部に位置する。南北３間の柱穴列である。柱間寸法は1.9

ｍ、掘り方は30～40㎝の円形で、深さは40～50㎝である。柱痕跡は径10㎝の円形である。 
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【ＳＡ503柱穴列跡】調査区北部に位置する。東西の柱穴列である。ＳＤ428と重複しこれより

古い。この柱穴列はＳＤ111南辺に沿って認められ、５区東から連続している。柱間寸法は1.4

ｍ、掘り方は40㎝前後の不整楕円形で、深さは40～50㎝である。柱痕跡は径12㎝の円形である。 

炭化物集中遺構 

【ＳＸ417炭化物集中遺構】調査区南西端に位置する。平面形は直径50㎝程の円形を呈していた

と推定され、深さ４cmの皿状の窪みに炭化物が層状に堆積していた。 

集石遺構 

【ＳＸ406集石遺構】調査区中央部西端に位置する。直径2.5ｍ、深さ10㎝の窪みに５～30㎝の

礫が集中していた。窪みには炭化物混じりの暗褐色シルトが堆積していた。 

《整地層下面で確認された遺構》 

掘立柱建物跡 

【ＳＢ501建物跡】桁行２間、梁行１間の東西棟である。建物総長は桁行が3.6ｍ、梁行が2.2

ｍ、桁行の柱間寸法は1.8ｍである。掘り方は40㎝前後の円形、深さは20㎝前後である。柱痕跡

は径12㎝の円形である。 

柱穴列跡 

【ＳＡ504Ａ柱穴列跡】調査区北東部に位置する。南北４間の柱穴列である。柱間寸法は1.6～

2.3ｍ、掘り方は長軸50～90㎝、短軸30～50㎝の円形・楕円形で、深さは40～60㎝である。柱痕

跡は径12～14cmの円形である。 

【ＳＡ504Ｂ柱穴列跡】調査区北東部に位置する。南北４間の柱穴列である。柱間寸法は1.9～

2.3ｍ、掘り方は長軸50～60㎝、短軸30～50㎝の楕円形で、深さは30～40㎝である。柱痕跡は径

12～14㎝の円形である。南から２・３番目の掘り方底面には、径20㎝、厚さ５㎝の偏平な礫が

入れられていた。 

【ＳＡ531柱穴列跡】調査区北東部に位置する。南北４間の柱穴列である。柱間寸法は1.6～2.3

ｍで、掘り方は直径30～40㎝の円形、深さは20～30㎝である。柱痕跡は径10～12cmの円形であ

る。 

炭化物集中遺構 

【ＳＸ402炭化物集中遺構】調査区北西部に位置する。ＳＤ413・422と重複しこれより古い。Ｓ

Ｘ404・ＳＸ419の周辺に不整形に広がり、調査区外に延びている。 

焼け面遺構 

【ＳＸ404焼け面遺構】調査区北西部に位置する。ＳＸ419と重複しこれより新しい。平面形は

長軸150㎝、短軸60㎝の楕円形で、深さ20㎝の皿状の掘り方をもつ。掘り方底面には厚 
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さ10～14㎝の炭化物や焼土を含む黒褐色砂質シルトが堆積し、その上面が厚さ６～８cmにわた

り硬化赤変している。 

【ＳＸ419焼け面遺構】調査区北西部に位置する。ＳＸ404と重複しこれより古い。平面形は直

径60㎝の楕円形で、深さが８㎝である。掘り方底面には黄灰色砂質シルトが堆積し、その上面

が皿状に硬化赤変している。 

柱穴 

【ＳＸ498柱穴】調査区南西部に位置する。平面形は長軸100cm、短軸170㎝の楕円形で、深さは

40㎝である。ＳＫ499と重複しこれより古い。柱痕跡の底面から、種類は不明だが古銭が３枚重

なった状態で出土している。 

《不明》 

掘立柱建物跡 

【ＳＢ500建物跡】桁行２間以上で、梁行１間の東西棟である。建物総長は桁行が3.8ｍ以上、

梁行が3.5ｍ、桁行の柱間寸法は1.9ｍである。掘り方は30㎝前後の円形で、深さは４～５㎝で

ある。柱痕跡は径12cmの円形である。 

（2）７区（第８図～第10図） 

昨年度確認調査を行ない、溝、土壙、柱穴など多数の遺構の存在が知られた。今回の調査の

結果、掘立柱建物跡５棟、井戸跡５基、溝跡９条、土壙２基、炭化物集中遺構１基、鍛冶遺構

１基、多数の柱穴が確認された。また、調査区中央（Ｗ266～296）には、厚さ14～40㎝の整地

層（ＳＸ466）が高まり状に残っている。整地層上面では多数の遺構が確認され、Ｗ273付近で

最大５時期の変遷が明らかとなった。整地層下面では遺構は確認されなかった。 

調査区東端では、18区から延びるＳＤ146の南辺とこれに連絡する南北方向の大溝（ＳＤ145、

225）が確認され、また、調査区西端ではＳＤ146と連絡すると思われる南北方向の溝２条が確

認されただけである。これらと整地層との関係は不明である。 

掘立柱建物跡 

【ＳＢ505建物跡】調査区中央の整地層上面で確認された。桁行３間以上で、梁行２間の東西棟

である。西側部分は耕作によって削平されている可能性がある。ＳＥ489、ＳＫ493、ＳＤ497

と重複し、これらより古い。建物総長は桁行が6.6ｍ以上、梁行が3.6ｍ、柱間寸法は桁行2.2

ｍ、梁行が1.8ｍである。掘り方は50㎝前後の円形、深さは50～60㎝である。柱痕跡は径12㎝の

円形である。掘り方埋め土には多量の灰白色火山灰がブロック状に入っている。 

溝跡 
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【ＳＤ146溝跡】調査区東端で18区から北東－南西方向に延びる大溝の南辺が確認された。  

ＳＥ463、古墳時代土器集中地点と重複し、これらより新しい。また、南西方向に延びる大溝  

ＳＤ256と重複するが新旧関係は認められず、ＳＤ146とＳＤ256は連絡していたものと思われる。

ＳＤ146は、調査区東端にあたるＷ230付近から方向を北西へ変えて延びて行く。調査区の関係

で溝の全容は不明だが、断面観察の結果、南辺は緩やかに立ち上がり、南辺から６ｍ北側で深

さ２ｍを計る。下部は水成堆積、上部は人為的に埋め戻されている。 

炭化物集中遺構 

【ＳＸ490炭化物集中遺構】調査区中央部南端の整地層上面で確認された。直径３ｍの半円形状

に焼土ブロックを含む炭化物層が広がっている。 

鍛冶遺構 

【ＳＸ549鍛冶遺構】調査区中央部南端の整地層上面で確認された。平面形は直径120㎝の不整

形で、深さ15～20㎝の皿状の掘り方をもち、堆積土に炭化物や焼土、鉄滓が認められるため鍛

冶遺構と考えられる。堆積土上面は硬化赤変している。 

（３） 13区（第11図～第13図） 

掘立柱建物跡17棟、柱穴列跡２列、井戸跡24基、溝跡14条、土壙１基、柱穴多数が地山面上

で確認された。調査区が比較的幅広いため、他の区より多くの掘立柱建物跡17棟が確認された。

遺構は調査区の東、南に行くほど密度が低くなる傾向にある。また、調査区南端で一連の可能

性がある東西溝ＳＤ487・488の北辺が確認されたが、大溝ＳＤ300との関係は分からなかった。

後世の削平のためか整地層は確認されなかった。 

掘立柱建物跡 

【ＳＢ506建物跡】調査区北東に位置する。桁行１間、梁行１間の南北棟である。柱間寸法は桁

行1.8ｍ、梁行0.9ｍである。掘り方は10～20cmの円形、深さは10～20cm、柱痕跡は10～12㎝の

円形である。 

【ＳＢ507建物跡】調査区北東に位置する。桁行２間以上で、梁行１間の東西棟である。ＳＤ305

と重複するが新旧関係は不明である。建物総長は桁行4.8ｍ以上、梁行4.2ｍである。柱間寸法

は桁行2.4ｍ、梁行4.2ｍである。掘り方は長軸30～40㎝、短軸20～30㎝の楕円形、深さは30～

40㎝、柱痕跡は10～12㎝の円形である。 

【ＳＢ508建物跡】調査区北部に位置する。桁行５間、梁行１間で、東、南、西に廂をもつ東西

棟である。廂は東側は２間、南、西側は１間張り出している。ＳＤ305と重複するが新旧関係は

不明である。建物総長は桁行12.3ｍ、梁行6.8ｍである。柱間寸法は身舎の桁行で1.8～2.0ｍ、

廂の張り出し部分では東、南、西とも1.0ｍである。掘り方は長軸30～60cm、短軸30～40cmの楕

円形、深さは30～50cm、柱痕跡は10～20㎝の円形である。また、身舎北 
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辺の東端の掘り方底面には、石臼の上臼が入れられていた。 

【ＳＢ509建物跡】調査区東に位置する。桁行４間、梁行１間の東西棟である。建物総長は桁行

10.0ｍ、梁行5.0ｍである。柱間寸法は桁行2.5ｍである。掘り方は径30～40cmの円形、深さは

20～30cm、柱痕跡は10～12cmの円形である。 

【ＳＢ510建物跡】調査区中央に位置する。桁行５間、梁行１間の東西棟である。北辺・南辺の

東側には１間の張り出しをもつ。ＳＥ401、ＳＢ511、512、513、534と重複し、ＳＥ401より新

しいが、ＳＢ511～513･534との新旧関係は不明である。建物総長は桁行17.2ｍ、梁行4.8ｍ、柱

間寸法は桁行2.1～2.4ｍである。掘り方は長軸30～40cm、短軸20～30㎝の楕円形、深さは30～

40㎝、柱痕跡は10～12㎝の円形である。また、南辺の東側から３番目の掘り方底面には、径15

㎝の偏平な礫が入っていた。 

【ＳＢ511建物跡】調査区中央に位置する。桁行３間、梁行１間の南北棟である。ＳＢ510と重

複するが新旧関係は不明である。建物総長は桁行5.4ｍ、梁行3.8ｍである。柱間寸法は桁行1.9

～2.0ｍである。掘り方は径30㎝の円形、深さは20㎝前後、柱痕跡は10㎝の円形である。 

【ＳＢ512建物跡】調査区中央に位置する。桁行３間以上で、梁行１間の南北棟である。ＳＥ401

と重複しこれより新しい。建物総長は桁行5.8ｍ、梁行3.9ｍ、柱間寸法は桁行1.9～2.0ｍであ

る。掘り方は径30cmの円形、深さは20cm前後、柱痕跡は10㎝の円形である。 

【ＳＢ513建物跡】調査区中央に位鷺する。桁行３間、梁行１間の南北棟で、北側に廂が付く。

ＳＥ401、ＳＢ510、512、534と重複し、ＳＥ401より新しいが、ＳＢ510、512、534との新旧関

係は不明である。建物総長は桁行7.2ｍ、梁行3.4ｍ、柱間寸法は身舎で桁行1.8ｍ、廂の張り出

し部分で0.9ｍである。掘り方は長軸40～60㎝、短軸30～50㎝の楕円形、深さは30～40㎝、柱痕

跡は12cm前後の円形である。 

【ＳＢ514建物跡】調査区中央に位置する。桁行３間以上で、梁行１間の南北棟で、ＳＢ510･513、

ＳＡ520、ＳＥ324・401と重複するが、これらとの新旧関係は不明である。掘り方は長軸40～60

㎝、短軸30～50㎝の楕円形、深さは30～40㎝、柱痕跡は12㎝前後の円形である。 

【ＳＢ515建物跡】調査区西部に位置する。桁行２間以上で、梁行１間の南北棟である。柱間寸

法は桁行1.8～1.9ｍである。掘り方は径30～50㎝の円形、深さは20㎝前後、柱痕跡は10㎝の円

形である。 

【ＳＢ516建物跡】調査区西部に位置する。桁行２間以上で、梁行１間の南北棟である。柱間寸

法は桁行2.4～2.6ｍである。掘り方は径30～50㎝の円形、深さは20㎝前後、柱痕跡は10cmの円

形である。 

【ＳＢ517建物跡】調査区西部に位置する。桁行３間、梁行１間の南北棟で、北側に廂が付く。

建物総長は桁行6.4ｍ、梁行3.2ｍ、柱間寸法は身舎で桁行1.8～1.9ｍ、廂の張り出し部
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分で0.8ｍである。掘り方は径30～50cmの円形、深さは20cm前後、柱痕跡は10cmの円形である。 

【ＳＢ518建物跡】調査区西端に位置する。桁行３間、梁行１間の南北棟である。建物総長は桁

行5.8ｍ、梁行2.9ｍ、柱間寸法は桁行1.9ｍである。掘り方は径20～40cmの円形、深さは20㎝前

後、柱痕跡は10～12cmの円形である。 

柱列跡 

【ＳＡ519柱列跡】調査区中央に位置する。南北３間のもので、柱間寸法は1.8ｍである。掘り

方は径20～40㎝の円形、深さは20㎝前後、柱痕跡は10～12㎝の円形である。ＳＢ512と方向を揃

えるもので、位置的にＳＢ512の目隠し塀と考えられる。 

【ＳＡ520柱列跡】調査区中央に位置する。ＳＢ514と重複するが新旧関係は不明である。東西

３間以上のもので、柱間寸法は1.8ｍである。掘り方は径20～40㎝の円形、深さは30㎝前後、柱

痕跡は10㎝前後の円形である。 

（5） 14区（第14図～第16図） 

掘立柱建物跡７棟、柱列跡２列、道路跡１条、井戸15基、溝26条、土壙12基、柱穴多数が地

山面で確認された。後世の削平のためか整地層は認められなかった。 

掘立柱建物跡 

【ＳＢ521建物跡】調査区の東側に位置する。桁行１間、梁行１間の東西棟である。ＳＡ523柱

列跡と重複するが、新旧関係は不明である。建物総長は桁行3.6ｍ、梁行1.8ｍである。掘り方

は径30～40cmの円形、深さは40㎝前後、柱痕跡は12㎝前後の円形である。 

【ＳＢ522建物跡】調査区の東側に位置する。桁行３間、梁行１間の南北棟である。ＳＢ524建

物跡と重複するが、新旧関係は不明である。建物総長は桁行5.4ｍ、梁行3.6ｍ、柱間寸法は桁

行1.8ｍである。掘り方は径20～40㎝の円形、深さは20～40㎝、柱痕跡は10㎝前後の円形である。 

【ＳＢ524建物跡】調査区の東側に位置する。ＳＢ522と重複するが新旧関係は不明である。桁

行３間、梁行１間の南北棟である。建物総長は桁行3.6ｍ、梁行1.8ｍ、柱間寸法は桁行1.8ｍで

ある。掘り方は平面形が径30～50㎝の円形、深さは30～40㎝、柱痕跡は12㎝前後の円形である。 

柱列跡 

【ＳＡ523柱列跡】調査区の東側に位置する。ＳＢ521と重複するが新旧関係は不明である。南

北３間で、柱間寸法は1.8ｍである。掘り方は径50㎝前後の円形、深さは30㎝前後、柱痕跡は10

㎝前後の円形である。 

道路跡 
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【ＳＸ359道路跡】調査区を東西方向に平行に延びる溝が認められた。その溝の新旧関係から２

時期の変遷が認められた。これらの溝はほぼ一定の間隔を保っていること、部分的に途切れて

おり、取水・排水溝としては機能していないこと、溝の間に遺構がほとんど認められないこと

などから、南北両側に素掘りの側溝をもつ東西方向の道路跡と考えられる。古い時期の道路を

ＳＸ359Ａ、新しい時期の道路をＳＸ359Ｂとする。これらに伴う側溝は次の通りである。 

 

ＳＸ359Ａは14区Ｗ48付近～15区東壁で確認され、長さは約85cmである。道路の方向はＷ－

５°－Ｓである。路幅は南北側溝の心心で4.0～5.5ｍを計り東側ほど狭くなっている。側溝の

深さは50～80㎝で、上部は人為的に埋め戻されている。また、調査区西端のＷ117付近で北側溝

ＳＤ349が北へ向きを変え、南側溝ＳＤ349が西方向（15区）へ延びていくことが確認されたこ

とから、この付近は北方向へ道路が分岐する交差点の可能性がある。しかし、15区では痕跡的

に認められるだけである。 

ＳＸ359Ｂは14区Ｗ－0－Ｅ付近～15区Ｗ230付近で確認された。15区では痕跡的に認められる

のみであるが、これも含め長さは約170ｍある。道路の方向はＷ－10°－Ｓである。路幅は南北

側溝の心心で6.5ｍを計る。側溝の深さは20～40㎝で堆積土はすべて自然堆積である。またＷ51

～68、87～97付近で北側溝ＳＤ330と同方向で重複するＳＤ346が確認され、部分的に作り直さ

れた可能性がある。 

ＳＸ359Ａ・Ｂは多数の遺構と重複するが、代表的な遺構で古いほうからＳＸ359Ａ道路跡→

ＳＫ354土壙跡→ＳＸ359Ｂ道路跡→ＳＥ353井戸跡の変遷を示している。このことから、ＳＸ359

Ａ・Ｂは連続して存在していたものではなく、また、長期間存続していたものでもないことが

分かる。 

土壙跡 

【ＳＫ354】調査区南西部に位置する。ＳＤ339、350と重複し、ＳＤ339より古く、ＳＤ350より

新しい。平面形は長軸5.0ｍ、短軸3.0ｍの隅丸長方形で、深さは1.2ｍである。下部（16～19

層）は自然堆積、上部（5～15層）は人為的な埋め土、最上層（３～４層）は自然堆積土である。

５・６・14・15層からは伊達家の家紋である「三ツ引両」が描かれた漆塗りの蓋のほか、漆塗

りの蓋、箸、下駄、曲げ物など多数の木製品が出土している。 
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（6） 15区（第17図～第18図） 

遺跡の南西端に当たる。調査区内に生活道路が含まれていたため、この道路の北側、南側を

調査する形になった。掘立柱建物跡１棟、井戸５基、溝13条、土壙４基、炭化物集中遺構１基

が地山面で確認された。 

15区南東部で、14区から延びる道路南側溝（ＳＤ339）が東壁断面で確認されたがこれ以西で

は後世の削平で痕跡的に確認されたに過ぎない。また、これらより古いＳＤ381が確認された。

ＳＤ381は調査区が限られており全容は不明であるが、南から北へ延びてきて、ＳＤ530と重複

する直前で西に直角に曲がる。ＳＤ530からはニホンジカ・イノシシの骨が出土している。この

ほかの溝については、全容は明かでない。 

【ＳＢ526建物跡】調査区南東で確認された。桁行２間、梁行１間以上の南北棟と思われる。い

ずれも残りが悪く、柱穴が痕跡的に見られるだけである。 

（7） 16区（第19図） 

遺跡の南東端に当たる。井戸２基、溝４条が地山面で確認されただけである。溝は南葉－北

西方向３本、東西方向１本である。調査区西部の大溝ＳＤ443は、最大幅７ｍで、方向を南東－

北西から東西へ変えている。ＳＤ443堆積土上面では東西３本づつの杭跡が確認された。溝に簡

単な橋がかけられていた可能性がある。また、13区で確認された大溝ＳＤ300の東辺は確認でき

なかった。 

（8） 17区（第20図～第22図、第51図） 

外堀と推定される部分の南側に当たる。掘立柱建物跡1棟、柱列跡２列、井戸３基、溝10条、

土壙１墓、墓壙１基、多数の柱穴が確認された。Ｗ65～87付近に厚さ25～35㎝の整地層が高ま

り状に残り、整地層上下面で遺構が認められたが、そのほとんどは上面で確認されたものであ

る（第51図）。遺構は整地層上下面およびその周辺に集中しており、それ以外の部分の遺構の

分布は稀薄である。また、整地層が残存していない部分で確認された遺構と整地層との関係は

不明である。 

掘立柱建物跡 

【ＳＢ527建物跡】整地層上面で確認された。桁行３間、梁行１間以上で、北に廂をもつ建物と

思われる。建物総長は桁行6.0ｍ、柱間寸法は身舎の桁行、北側の柱列で2.0ｍ、東側で1.0ｍで

ある。柱穴は長軸30～50㎝、短軸30～40cmの楕円形で、深さは40～50㎝、柱痕跡は径12～16cm

である。 

柱列跡 

【ＳＡ528柱列跡】整地層上面で確認された。東西３間の柱列である。柱間寸法は、2.6～4.0

ｍで一定ではないが、柱穴が40㎝前後の円形を基調としている。掘り方埋め土に灰白色火 
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山灰ブロックが多量に入っている。北側のＳＡ529柱列跡と方向を揃え、掘り方の特徴も類似し

ているが、建物としては歪みが大きいため別の遺構と考えたい。 

【ＳＡ529柱列跡】整地層上面で確認された。東西３間の柱列である。柱間寸法は、2.0～2.6

ｍで、柱穴は40㎝前後の円形、深さ30㎝である。掘り方埋め土には灰白色火山灰ブロックが多

量に含まれていた。 

溝跡 

【ＳＤ450～453溝跡】調査区西部で確認された。整地層との関係は不明である。切り合い関係

からＳＤ450、452はそれぞれＳＤ450ａ～ｃ、ＳＤ452ａ～ｄに分かれる。新旧関係は、新しい

ほうからＳＤ450・451・452ａ～ｃ→ＳＤ453→ＳＤ452ｄの順である。南北方向のＳＤ450～452

は調査区北側の外堀と連絡していると思われる。また、東西方向のＳＤ453は単独で存在してい

たとは考えにくく、これらの溝とほぼ同時期に機能していたものと思われる。 

墓壙 

【ＳＫ454】整地層上面で確認された。平面形は直系１ｍ前後の不整円形、深さ50～60㎝で、人

為的に埋め戻してあり、底面から人間の奥歯が出土した（第12表・第13表）。 

（9） 18区（第22図） 

７区と17区と連続する調査区で外堀と推定される部分の南側に当たる。土壙１基、ＳＤ146

の南辺が確認されただけである。 
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２．発見された遺物 

発見された遺物には陶磁器、木製品、鉄製品、銅製品、古銭、石製品、土製品、動物遺体が

ある。 

①陶磁器（第24図５～第25図）無釉陶器、施釉陶器、染付磁器がある。 

【無釉陶器】（第24図５～７）３点ある。５は甕または壷、６は鉢または甕、７は摺鉢で底面

に擦痕が認められる。 

【施釉陶器】（第24図３・８～13、第25図７）８点ある。第23図３は須恵器質の瓶、８は瀬戸

の菊花皿、９・12は唐津で９は皿、12は鉢である。10・11は美濃で10は菊皿、11は皿である。

13は碗で漆状の付着物が認められ補修痕と思われる。第25図７は大堀相馬の土瓶である。 

【染付磁器】（第24図14～第25図６）８点ある。第24図14・15、第25図４は肥前の皿である。

第25図１～３は中国産の皿である。６は青磁の大皿である。 

②木製品（第26図～第37図）漆器の蓋・椀、下駄、木鉢、曲げ物、折敷、塔婆？、将棋の駒、

浮子？または鏃？、箸、不明木製品がある。 

【漆器の蓋・椀】（第26図・第27図）漆器の藍７点（第26図１～７）、漆器の椀12点（第26図

８～第27図）がある。漆は内面朱漆・外面黒漆のもの（第26図３～６、10、第27図１・２・７・

８）が最も多く、他に全面朱漆のもの（第26図11）、全面黒漆のもの（第26図２・７・８、第

27図３・５）、高台裏のみ黒漆で他は朱漆のもの（第26図１・９）がある。文様は外面に黒漆

が施された後朱漆で描かれており、文様が分かるものには植物文（第26図５・６・９、第27図

２）、鳥文（第26図４・８）、巴文（第27図7）がある。第26図４には伊達家の家紋「三ツ引両」

が描かれている。また、高台裏に文字や文様が描かれているものもある（第26図３・６・７、

第27図１）。 

【下駄】（第28図～第31図６）連歯下駄９点（第28図～第30図６）、露卯下駄６点（第31図～

第32図）、露卯下駄の歯６点（第33図１～６）がある。 

【木鉢】（第33図７～第34図２）４点ある。口縁部はいずれも外傾するが、口縁部が肥厚しな

い小型のもの（第33図７・８）と、肥厚する大型のもの（第34図１・２）がある。 

【曲げ物・折敷】（第34図３～第36図６）曲げ物２点（第35図１・２）、曲げ物の側板・底板

13点（第34図３～第36図３）、折敷の側板、底板３点（第36図４～６）がある。 

【箸】（第36図７～11）190点あるが完形のものは34点である。すべて面取りしてあり、一方の

先端が太く、他方が細くなるもの（７）、中央が太く両先端が細くなるもの（８～11）がある。

断面形は正方形、長方形を呈する。 
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【その他の木製品】（第37図）１は塔婆？、２は将棋の駒と思われるが文字が消えており、種

類は不明である。３・４は円柱状のもので外面に加工痕が認められる。５は浮子？または鏃？

と思われる。６・７は把手状のもので、７の表面には黒漆塗が施され、裏面には接着痕と穴が

１個認められる。胴部には長径18㎜、短径13㎜の楕円形の貫通孔が１個認められる。８～10は

長さ、形態とも規則性がなく、加工痕も認められない不明木製品で100点出土している。先端が

焦げているものと焦げていないものがある。 

③金属製品（第38図１～６）くさび１点（１）、煙管２点（２・３）、釘２点（４・５）、不

明鉄製品１点（６）がある。 

④古銭（第38図７～18）煕寧元宝２点、元豊通宝１点、洪武通宝２点、永楽通宝５点、寛永通

宝１点、文久永宝１点がある。 

⑤石製品（第39図～第42図）石鉢1点（第39図２）、石臼の上臼４点（第39図１、第40図１～３）、

石臼の下臼６点（第40図４～第42図２）、硯１点（第42図３）、砥石３点（第42図４～６）が

ある。第40図４は茶臼である。

⑥土製品（第24図１・２）鞴
フイゴ

の羽口１点（1）、坩堝
ルツボ

１点（２）がある。 

⑦動物遺体（第12表～第14表）魚類1種（カツオ）、鳥類1種（ガンカモ類）、哺乳類５種（イ

ヌ・ニホンジカ・イノシシ・ウマ・ヒト）がある。 
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Ⅱ その他の時期の遺構と遺物 

１．古墳時代 

◎古墳時代土器集中地点 

（1）位置と出土状況（第43図） 

18区、Ｗ180～190付近で、古墳時代前期の土器集中地点が確認された。確認面は、18区の基

本層位11層上面で、灰白色火山灰層から50～70㎝下層になる。土器が出土した地点は、いずれ

もわずかに窪んでいたものの遺構とは認識できない。 

出土地点は、第１集中地点と第２集中地点に大別でき、第１集中地点はさらにａ～ｈ地点に

細分される。出立状況から第１集中地点ａ～ｈ地点は土器集中部分の南端と思われ、本来は北

側に広がっていたものと考えられる。しかし、第１集中地点のすぐ北側にはＳＤ146があり、  

ＳＤ146構築時にいくつかの地点が破壊されていると思われる。また、第２集中地点の南側にも

土器集中地点が広がっている可能性もある。 

第１集中地点では、ａ～ｃ地点では器種を識別できる状態であった。特にｃ地点ではミニチ

ュア土器がほぼ完形でまとまって出土している。しかし、ｄ～ｈ地点では、土器片が少量出土

したに過ぎない。これらの土器は、ａ～ｈ各地点間で接合関係が認められたが、ほとんどはす

ぐ近くから出土した土器と接合する傾向にあり、第２集中地点出土土器との接合関係は認めら

れなかった。 

第２集中地点である長軸2.5ｍ、短軸1.5ｍ、深さ10㎝前後の窪みからは、25個体の土器が折

り重なる状況で一括出土した。 

（2）出土土器 

Ａ．第１集中地点出土土器（第44図～第46図） 

器種は、甕、壺、坏、器台、甑、ミニチュア土器がある。 

【甕】３点出土している（第44図１～３）。①口縁部が外反し胴部が張りのある球形の平底甕

で、器高と胴部最大径がほぼ等しく、口径が17cm前後のもの（１・２）、②口縁部が外傾し頸

部のくびれが弱く、やや張りの弱い球形のもの（３）がある。 

２の底面はやや揚底風である。外面調整は、口縁部は１～３とも刷毛目→ヨコナデ、頸部～

底部は刷毛目を基調とし、このあとに１はヘラナデ、３はヘラケズリを加えている。１の外面

は火はねによる剥離が激しい。内面調整は、口縁部は１～３とも刷毛目→ヨコナデ、頸部～底

部も刷毛目を基調とし、このあとに１・３は丁寧なヘラナデを加えている。刷毛目は１単位が

長く、丁寧であり、装飾的な印象をもつものである。 

【壺】５点出土している（第44図４・５、第45図１～３）。器形は口縁部の形態により①有段

口縁のもの（第44図４）、②複合口縁のもの（第44図５）、③単純口縁のもの（第45図2・
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３）がある。①は外傾する有段口縁をもち、口縁部には２本１組の縦位浮文が４単位認めら

れ、胴部は膨らみのある球形のものである。②は外反する複合口縁で、胴部は胴中央に最大径

をもつ多少押し潰された球形で、頸部に隆帯が認められる。③はさらに口縁部が外反し、胴部

は多少押し潰された球形で、胴部中央に最大径があるもの（第45図１・２）、口縁部がやや外反

し、胴部中央よりやや下部に最大径をもつ玉ねぎ型で、頸部に隆帯が認められるもの（第45図

３）がある。底部が残っているものはいずれも平底で、第45図２・３の底面には木葉痕が認め

られる。外面調整はいずれも刷毛目を基調とし、このあとに口縁部～頸部にはミガキやヨコナ

デ、胴部～底細にはヘラケズリやミガキが加えられている。第45図２の口唇部には棒状工具に

よる４単位の刻目が入っている。 

【坏】２点出土している（第46図１・２）。器形は、口縁部と眉間部とのくびれをもたず、や

や内弯気味に立ち上がる平底のもの（１）と、口縁部が内弯気味に外傾し、胴部が膨らみなが

らすぼむ丸底のもの（２）がある。外面調整は１・２とも口縁部が刷毛目→ヘラナデ、胴部～

底部は刷毛目→ミガキである。内面調整は口縁部はヨコナデを基調とし、２はこの後ミガキが

加えられている。胴部～底部は１・２ともヘラナデである。 

【器台】１点出土している（第46図３）。３は受け部が弱い段が付く小皿状で、脚部は八の字

に広がるものである。脚部には円窓が３個ある。受け部と脚部の聞には貫通孔がある。外面調

整は口縁部がヨコナデ、脚部は丁寧なミガキである。内面調整は受け部上部がヨコナデ、受け

部下部がミガキ、脚部はヨコナデである。貫通孔付近はヨコナデ→ナデツケである。 

【甑】２点出土している（第46号４・５）。単純口縁のもの（４）と複合口縁のもの（５）が

ある。両者とも胴部～口縁部はやや内弯気味に外頃して立ち上がる鉢状を呈し、底部は単孔平

底である。４の外面調整は口縁部が刷毛目、胴部が刷毛目→ミガキである。内面調整は刷毛目

→ヘラナデ→ミガキである。５の外面調整は口縁部分が指頭によるおさえ、胴部はミガキ、底

部はヘラケズリである。内面調整は口縁部～胴部が刷毛目→ミガキ、底部がヘラケズリである。 

【ミニチュア土器】Ｃ地点から９点出土している（第46図６～14）。器形は底部～口縁部が①

外傾するもの（６～11）、②内弯気味に外傾するもの（12）、③内弯気味に立ち上がり、口縁

端で外傾するもの（13・14）がある。底部はすべて平底であるが、①の器形６～９は底部が厚

く、10･11は比較的薄い。外面調整は指ナデ・指オサエでを基調とし、９は刷毛目を加える。内

面調整は指ナデを基調とし、刷毛目を加えるもの（10･11）、ヘラナデ→刷毛目のもの（６）が

ある。 
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Ｂ．第２集中地点出土遺物（第47～50図） 

器種は、甕、台付甕、高坏、壺、坏、器台がある。 

【甕】10点出土している（第47図～第50図１）。①口縁部が外反し胴部が張りのある球形のも

の（第47図～第49図）、②口縁部が外傾し頸部のくびれが弱く、やや張りの弱い球形のもの（第

50図１）がある。①には、ａ．器高と胴部最大径がほぼ同じで口径が22㎝前後のもの（第47図

～第49図２）、ｂ．器高より胴部最大径の方が大きく口径が17㎝前後のもの（第49図３～５）

がある。全体の器形が分かるものはすべて平底であるが、揚底風平底のもの（第47図２、第48

図２）もある。第49図４・５は内外面に赤彩が施され、器面調整も非常に丁寧である。また、

外面に炭化物が付着し第49図４は火はねも認められる。 

外面調整は口縁部は刷毛目・ヨコナデ、胴部から底部は刷毛目を基調とし、このあとヘラケ

ズリ、ヘラナデ、ミガキが加えられる。内面調整は口縁部は刷毛目・ヨコナデである。胴部～

底部は刷毛目を基調とし、このあと丁寧なヘラナデやミガキが加えられている。刷毛目は1単位

が長く、横方向に丁寧に施され、装飾的な印象を受ける。 

【台付甕】1点出土している（第50図２）。広口の甕に八の字に開く台が付く。頸部のくびれは

小さく、口縁部は外傾する。口縁部はやや肥厚している。外面調整は口縁部～頸部は刷毛目→

ヨコナデ、胴部～台上部は刷毛目、台下部はヨコナデである。内面調整は口縁部は刷毛目→ヨ

コナデ、胴上部はヨコナデ、胴下部は指オサエ？、台上部は指オサエ→ヘラナデ、台下部はヨ

コナデである。 

【高坏】１点出土している（第50図３）。内弯気味に外傾する無段丸底の坏部と八の字に開く

脚部からなる。円窓は認められない。外面調整はヨコナデ、刷毛目調整後、丁寧なミガキが加

えられている。内面調整は坏部はヨコナデ、刷毛目調整後、丁寧なミガキ、脚部はミガキで裾

部にはヨコナデが加えられている。 

【壺】１点出土している（第50図４）。口縁部が直立気味に外傾しながら高くのび、胴部は滑

らかな玉ねぎ状である。外面調整は刷毛目調整後、丁寧なミガキが加えられている。内面調整

は、口縁部が刷毛目・ヨコナデ→ミガキ、胴部がヘラナデである。 

【坏】４点出土している（第50図５～８）。①単純口縁のもの（５～７）と②有段口縁のもの

（８）がある。①には体部上部でくびれ、口縁部が外反し胴部がすぼまるもの（５･６）、体部

中央でくびれ、口縁部が外傾し胴部がすぼまるもの（７）がある。６は丸底風平底である。②

は体部上部でくびれ、口縁部は外傾し胴部は膨らみながらすぼまるものである。底部は丸底風

平底であるが底面中央部は揚底になっている。外面調整は口縁部が刷毛目→ヨコナデ（５・６）、

ヨコナデ→ヘラナデ（７）、ヨコナデ（８）、体部はすべて刷毛目･ヘラナデ→ミガキである。

内面調整は口縁部が刷毛目→ヨコナデ（７）、ヨコナデ→ミガキ
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（５・６・８）、体部がヘラナデで（６～８）、８はさらにミガキが加わる。 

【器台】３点出土している（第50図９～11）。９～11とも弱く段が付く小皿状の受け部と八の

字状に大きく広がる脚部からなる。脚部には３つの円窓、受け部と脚部の間には貫通孔が認め

られる。外面調整は口縁部がヨコナデ、脚部にかけてはミガキ（９･11）、刷毛目→ミガキ（10）

である。内面調整は口縁部がヨコナデ、ミガキ、脚上部がヘラケズリ→ヘラナデ（11）、ヘラ

ナデ（９・10）、裾部はヨコナデである。 

２．平安時代 

◎ＳＩ447 （第51図）。 

【位置・重複】17区、Ｎ９・Ｗ66付近の地山上面で確認された。灰白色火山灰より新しい。    

ＳＸ455・456と重複し、これらよりも新しい。 

【平面形・規模】調査区端であるうえ暗渠に壊されているため、全体の1/5程度しか分からない

が、平面形は隅丸方形を呈するものと思われる。残存部は南辺4.0ｍ、東辺1.2ｍである。南辺

東寄りに煙道が認められる。 

【堆積土】１～７は住居廃絶後の堆積土・崩落土、８は住居掘り方埋め土でこの上面が床面と

なる。９は周溝埋め土である。 

【壁】地山を壁とし、緩やかに立ち上がる。東壁で約20㎝ある。 

【床面】部分的に残っており、にぶい黄褐色土を貼り床としている。 

【柱穴】柱穴が予想される位置が攪乱されているため確認できなかった。 

【周溝】東辺、南辺で幅22～34㎝、深さ10～15㎝の周溝が巡っている。かまど部分は暗渠にな

っている。 

【かまど】南壁の東寄りにかまどが付設されている。右側壁の一部が痕跡的に残っているだけ

である。煙道は奥壁からトンネル状に水平に掘り込まれ、末端部は多少窪んでおり、径20cmの

円形の煙出しピットがある。 

【出土遺物】図示できるものはない。 

◎ＳＸ455遺物包含層 

【位置・重複】17区、Ｎ３～Ｓ３・Ｗ63～66付近で確認された。灰白色火山灰直下の基本層位

10～13層に多数の土師器、須恵器が含まれていた。ＳＸ456焼土遺構と重複しこれより古い。東・

西・北側には包含層は広がっていなかったが、調査区南側に広がっていると予想される。 

【出土遺物】図示できるものには須恵器の坏、高台付坏、甕、壷がある（第52図）。 

◎ＳＸ456焼け面遺構 
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【位置・重複】17区、Ｎ３・Ｗ66付近の基本層位12層上面で確認された。ＳＩ447の煙道、ＳＸ

455と重複し、ＳＩ447より古く、ＳＸ455より新しい。平面形は長軸3.6ｍ、短軸1.6ｍの不整長

方形、深さは10～30㎝で東側ほど窪んでおり、人為的に埋め戻されている。東側の窪みの底面

が硬化赤変し、その上を炭化物、灰が薄く被っている。 

【出土遺物】図示できるものには土師器の坏、須恵器の坏・蓋・甕がある（第53図）。 

◎その他の遺物 地山上面から出土したものである（第54図）。 
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第四章 考  察 

 

今回の調査で、古墳時代、平安時代、中近世の遺構が確認された。ここでは、時代ごとに遺

物の年代、遺構の性格について考察する。 

Ⅰ 古墳時代 

１．土器の分類 

出土した土器は、第１集中地点出土土器と第２集中地点出土土器がある。器種と点数は、土

師器の甕13点、台付甕１点、高坏１点、壷６点、坏６点、器台４点、甑３点、ミニチュア土器

９点の合計43点である。分類は主に器形を基にして行なった。 

【甕】 

Ａ類：口縁部が外反し胴部が張りのある球形で底部が平底のもの。 

①器高と胴部最大径がほぼ同じで口径が22㎝前後のもの（第47図～第49図１・２） 

②器高と胴部最大径がほぼ同じで口径が17㎝前後のもの（第44図１・２）。 

③器高より胴部最大径のほうが大きく口径が17㎝前後のもの。 

内外面に刷毛目を基調とするもの（第49図３）、外面に丁寧なミガキが施され、内外面に

赤彩が施されるもの（第49図４・５）がある。 

Ｂ類：口縁部が外傾し頸部のくびれが弱く、胴部がやや張りが弱い球形で、底部が平底のもの

（第44図３、第50図１）。 

【台付甕】  

広口の甕で八の字に開く台が付き、頸部のくびれは小さく口縁部は外傾するもの（第50図２）。 

【高坏】 

内弯気味に外傾する無段丸底の坏部と八の字に開く脚部からなり、脚部に円窓は認められな

いもの（第50図３）。 

【壺】 

Ａ類：有段口縁で、口縁部に２本１組の縦位浮文が４単位認められ、胴部は膨らみのある球形

のもの（第44図４）。 

Ｂ類：複合口縁で、口縁部が外反し、胴部は多少押し潰された球形で最大径が胴部中央にあり、

頸部に隆帯をもつ平底のもの（第44図５）。 

Ｃ類：単純口縁のもの。 

①口縁部が外反し、胴部は多少押し潰された球形で最大径が胴部中央にある平底のもの（第

45図2）。 
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②口縁部がやや外反し、最大径が脚部中央よりやや下部にある玉ねぎ型で、頸細に隆帯をも

つ平底のもの（第45図３）。 

③口縁部が直立気味に外傾しながら高く伸び、胴部が玉ねぎ状で底部が丸底状平底のもの（第

50図４）。 

その他、口縁部の形態は分からないが、口縁部が外反し、胴部は多少押し潰された球形で最

大径が胴部中央にある平底のもの（第45図１）がある。 

【坏】 

Ａ類：単純口縁のもの。 

①口縁部と胴部とのくびれをもたず、やや内弯気味に外傾して立ち上がる平底のもの（第46

図１）。 

②体部上部でくびれ胴部がすぼまる平底のもの。 

ａ 口縁部が外反するもの（第50図５・６）。 

ｂ 内弯気味に外傾するもの（第46図２）。 

③体部中央部でくびれ、口縁部が外傾し胴部がすぼまる平底のもの（第50図７）。 

Ｂ類：有段口縁のもので体部上部でくびれ口縁部が外傾し胴部がすぼまる平底のもの（第50図

８） 

【器台】 

受け部は弱い段が付く小皿状で、脚部は八の字に強く開き、脚部には円窓が３個認められ、

受け部と脚部の間には貫通孔があるもの（第46図３、第50図９～11）。 

【甑】 

Ａ類：単純口縁で口縁部が内弯気味に外傾する単孔平底のもの（第46図４）。 

Ｂ類：複合口縁で口縁部が内弯気味に外傾する単孔平底のもの（第46図５、第50図12）。 

【ミニチュア土器】 

Ａ類：口縁部が外傾する平底のもの（第46図６～11）。 

Ｂ類：口縁部が内弯気味に外傾する平底のもの（第46図12）。 

Ｃ類：口縁部が内弯気味に立ち上がり、口縁端部で外反する平底のもの（第46図13・14）。 
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２．共伴関係 

第１集中地点からは甕Ａ－②、壷Ａ・Ｂ・Ｃ－①②、坏Ａ－②ｂ、器台、甑Ａ、ミニチュア

土器Ａ～Ｃが出土している。第２集中地点からは甕Ａ－①③・Ｂ、台付甕、壷Ｃ－③、坏Ａ－

①②ａ③・Ｂ、器台、甑Ａ・Ｂが出土している（第９表）。 

これらの土器は第１・第２集中地点からまとまって出土した。このうち第１集中地点出土土

器は８ブロックに分かれていたが、それぞれ接合関係が認められることから、本来は一括土器

であったと考えられる。また、第２集中地点出土土器は窪みに一括廃棄されたものであり一括

土器と考えられる。両者は同一層位から出土しており、時間的に大きな隔たりはないものと思

われる。 

３．編年的位置 

このような土師器は器種構成、器形、器面調整の特徴から、古墳時代前期の塩釜式に位置づ

けられる（氏家：1957）。塩釜式は近年細分化が試みられており（丹羽:1985、次山：1992、辻：

1993）、丹羽は３段階に区分し、さらに第Ⅱ段階を第ⅡＡ段階、第ⅡＢ段階に細分している。 

今回出土した土器についてみてみると、第１集中地点出土土器は、器種構成、点数ともに乏

しいが、甕は胴部が張りのある球形のもので、長胴気味球形のものは見られないこと、壷は顕

著な有段口縁をもつものが存在し、体部が長胴化したものが見られないこと、器台は口縁部が

やや内弯気味に外傾し、受け部と脚部の間に貫通孔が認められることなどから、丹羽編年の第

ⅡＡ段階に位置づけられるものと考えられる。 

第２集中地点出土土器は、甕は胴部が張りのある球形のものが主体をなし長胴気味球形のも

のは見られないこと、坏は口径に対して器高が低いこと、器台は口縁部がやや内弯気味に外傾

し、受け部と脚部の間に貫通孔が認められることなどから、同様に丹羽編年の第Ａ段階に位置

づけられるものと考えられる。 

ところで、第１・第２集中地点出土土器は、ともに第ⅡＡ段階に位置づけられたが、土器組

成が異なる（第９表）。これは第ⅡＡ段階のなかでの時期差によるもの、土器の捨てられ方の

違いによるものなどが考えられるが、具体的には不明である。 

４．土器集中地点の性格 

土器集中地点から甕13点、台付甕１点、高坏１点、壷６点、坏６点、器台４点、甑３点、ミ

ニチュア土器９点の合計43点が出土し、古墳時代前期塩釜式第ⅡＡ段階に比定された。 

第１集中地点の性格を示すものとしては、出土状況から土器が埋納されたものではなく、ほ

ぼ一括廃棄と考えられること、土器組成にミニチュア土器が含まれることであり、これらは一

般的に祭祀に関係するものと考えられている。 
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第２集中地点の性格は不明であるが、赤彩された土器が３点出土しており祭祀に関係する可

能性もあるが、これらには炭化物付着や火はねなど日常生活に使われていた痕跡が認められる

ことや、土器組成が一般の住居跡から出土するものと類似していることから、日常生活に使用

していた土器類をなんらかの理由によって一括廃棄した可能性がある。 

ところで、このことは祭祀の場が近くに存在し、祭祀終了後、一括廃棄した可能性が高いこ

とを示し、また、周辺に祭祀に伴う遺構やこの祭祀を行なった人々の集落跡の存在を予想させ

るものである。 

本地点周辺の旧地形は河川改修や耕作、中近世の築城などにより現状からは明かではないが、

遺跡の西側・北側を竹林川が流れており、大局的にみて竹林川右岸の自然堤防側、つまり本地

点の西側・北側の標高が相対的に高く、東側・南側が低かったと推定できることから、集落跡

などの遺構は本地点の西側・北側に存在している可能性が強い。 

Ⅱ 平安時代 

◎ＳＩ447住居跡 

本住居跡は灰白色火山灰より新しいものである。出土した遺物は９世紀前半のもので、住居

に伴うものではない。住層の年代もおおまかに平安時代の灰白色火山灰降下以降としておく。 

◎ＳＸ455遺物包含層 

須恵器の坏、高台付坏、甕、長頸壷が出土している。全体の器形が分かるものは坏のみであ

る。坏は底部が口径の1/2程度で、口縁部が外傾して立ち上がるもので、底部は回転ヘラ切りで

無調整である。このような特徴をもつ坏は９世紀前半に位置づけられ、包含層が形成された年

代もほぼ同時期と思われる。 

◎ＳＸ456焼け面遺構 

土師器の坏、須恵器の坏、蓋が出土している。土師器の坏はロクロ成形されており、内面は

ヘラミガキ、黒色処理されている。須恵器の坏は底部が口径の1/2よりやや大きく、外傾して立

ち上がるもので、底部は回転ヘラ切りで無調整である。蓋は宝球状つまみをもつもので、体部

は天丼から口縁部にかけて膨らみをもち、口縁端部は丸くやや内側に屈曲し、回転ヘラケズリ

が施されるものである。このような特徴をもつ土器は９世紀前半に位置づけられるが、切り合

い関係から同じ年代が与えられたＳＸ455より新しい。 
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Ⅲ 中近世 

１．遺構 

今回、確認された遺構は、第１表～第８表の通りである。以下、遺構毎に考察する。 

（1）掘立柱建物跡 

16・18区以外で合計35棟確認された。調査区の幅が広い13区では1/2にあたる17棟が確認され

ているが、その他の区では調査区の制限もあり、建物として認識できたのは少数であった。５・

７・17区では整地層が残存している範囲に掘立柱建物跡のものと思われる多数の柱穴が集中し

ていた。14区ではＳＸ359道路跡の北側に柱穴が集中しており、今後の調査によって当時の町並

みが明かになる可能性がある。 

13区の建物の方向は、真北から数度西に偏しているものが多い。建物の規模は、桁行が２～

４間で梁行１間の長方形を呈する単純なものが多い。廂や張り出しをもつものは4棟と少数であ

るが、このうち３棟は13区で確認され、全体の規模も明らかとなっている（ＳＢ508・513・517）。

このような傾向は、昨年調査した４・５・８・９区と類似している。 

建物は、新旧関係は不明であるが《ＳＢ510・513・514・534》が重複しており、最低４時期

の変遷を示している。 

建物の方向を見てみると、Ａ：真北から数度西に偏しているもの（ＳＢ507～510）、Ｂ：ほ

ぼ真北方向のもの（ＳＢ511～516・518・534・535）、Ｃ：Ａ：Ｂと方向が異なるもの（ＳＢ506

ほか）に大別される。Ａ・Ｂはそれぞれほぼ同時期に存在していたものと思われる。Ａ期の建

物はいずれも東西棟でＢ期の建物より規模が大きく、Ｅ50～70付近に重複せずにまとまって分

布し、Ｂ期の建物は桁行３間×梁行１間の南北棟のものが多い。 

（2）柱列跡 

10列確認された。掘立柱建物跡の近くで方向を揃えているものが多い。方向、位置から同時

期に建物と柱列が存在していたと考えられるのは、13区の〈ＳＡ519・ＳＢ512〉〈ＳＡ520・   

ＳＢ513〉、14区の〈ＳＡ523・ＳＢ522〉である。今回は柱列跡としたが今後の調査によって建

物になる可能性があるものは17区のＳＡ528である。また、５区西のＳＡ502･504Ａ・Ｂは昨年

調査した５区東にも建物の柱として組み合うものはなく、柱列として存在していたものといえ

る。 

（3）井戸跡 

65基と非常に多く、18区を除く各区で確認された。柱穴が認められない16区でも確認された。

本遺跡の井戸の特徴として、①建物、柱穴が集中しているところにまとまって分布する傾向に

あること、②構造はすべて素掘りであること、③断面形は大きく開くものや段をもつ漏斗型も

のが多いこと、④堆積土の上部が人為的に埋め戻されているものが多いこ 
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と、などがあげられる。遺物は、ＳＥ353など特定の井戸の堆積土や埋め土から下駄や曲げ物

などの木製品が多量に出土しているものの、全体的には少ないと言える。 

（4）道路跡 

14区で確認された道路は側溝の切合い関係から道路ＳＸ359Ａ・Ｂの２時期あることがわかっ

た。しかし、ＳＸ359ＡとＢの間に土壊ＳＫ354などの遺構が存在する時期があることから、あ

る程度の時間、生活の場となり、その後ＳＸ359Ａよりも5°南に偏し、幅を1.0～2.5ｍ広げて

ＳＸ359Ｂを作ったものと考えられる。さらに、ＳＸ359ＢはＳＥ353井戸跡などに壊されて再び

生活の場となっていることから、長期間存在していたものではないと思われる。また、14区西

端では、ＳＸ359Ａの北側溝ＳＤ349が北に曲がり、南側溝ＳＤ361が15区に延びていくのが確認

されており、この付近が東西・南北へのＴ字路となっていた可能性がある。 

（5）溝跡 

溝も88条と多く確認された。規模によって幅５ｍ以上の大溝、幅数十㎝～３ｍ前後の小規模

の溝に大別できる。 

大溝には、昨年５区東で確認されたＳＤ118の延長、13区のＳＤ300、15区のＳＤ383、16区の

ＳＤ441～443、７･18区のＳＤ146などがある。ＳＤ146はこれまで表面観察から推測していた外

堀の位置とずれていないこと、断面観察から６ｍ以上の大溝であったことから二の丸を画す外

堀であることは明確である。その他の溝は、方向、規模とも不明な点も多いが、独立して機能

していたものとは考えにくく、外堀ＳＤ146や竹林川などと連絡する取水・排水施設であると推

定される。 

小規模な溝の性格としては、（4）の道路側溝以外には、①区画施設、②取水・排水施設など

が考えられ、なかには複数の性格をもつものもあると思われる。 

①区画施設として考えられるものは、５区の東西溝ＳＤ105～107･110、13･14区の南北溝ＳＤ

305・311・312・325・339・341・349である。５区の東西溝は昨年５区東で確認された溝の延長

で、区画施設の可能性が示されたものであるが、本年もその全体像は見えてこなかった。13・

14区の南北溝は東からＳＤ305・311・312・325・339・341・349である。ＳＤ349はＷ120付近で

北に曲がった後の南北溝を指す。これらの間隔は溝の心心で52.0ｍ、8.4ｍ、4.5ｍ、6.2ｍ、18.0

ｍ、8.1ｍ、52.0ｍとなっている。調査区の制限もありこれらの溝が同時に存在したものか、ま

た、いくつかの溝がセットとなり時間をおいて存在しているのかは十分には検討できなかった

が、一間（1.8ｍ）の倍数を基準とした区画が予想されるものである。また、14区のＳＤ349は

古い段階の道路ＳＸ359Ａの北側溝と考えられるものであることから、道路による区画が行なわ

れていた可能性がある。しかしながら、調査 
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区が制限されていたため、区画の基準、規模、範囲などは、明確にできず、今後の調査に期待

したい。 

②取水・排水施設として考えられるものは、外堀ＳＤ146南側の調査区である７･17区のＳＤ

144・145・254～256・450～453・470である。これらは２～３ｍの幅をもち比較的幅が広いもの

で、明らかに外堀ＳＤ146と連結するものである。ＳＤ145・255はすぐ西側の竹林川と連絡する

ことが予想できるが、その他の溝の方向性などは不明である。 

（6）土壙 

26基確認されたが性格が分かるものは14区のＳＫ354と17区のＳＫ454である。ＳＫ354から下

駄、曲げ物、箸、伊達家の家紋「三ツ引両」が描かれた漆塗りの蓋などの木製品が多量に出土

した。これらは人為的に埋め戻された土から出土しており、ゴミ穴と考えられる。ＳＫ454は底

面付近から人間の奥歯が出土し、人為的に埋め戻されていることから墓壙と考えられる。その

他は分布、平面形、断面形、堆積土などの属性に特別な傾向は見られず、また、性格を推定し

うる遺物も出土していない。 

（7）焼け面遺構・炭化物集中遺構・鍛冶遺構 

焼け面遺構は２基（ＳＸ404・419）確認された。いずれも深さ20cm前後の皿状の掘り方をも

ち、底面付近の堆積土上面が熱で硬化赤変したものである。平面形はいずれも楕円形を呈して

いるが、規模は長径60～150㎝、短径60㎝ほどで一定していない。また、周辺に多数のピットが

認められるが、焼け面遺構に伴う施設などは確認できなかった。 

炭化物集中遺構は４基確認された。狭い範囲に炭化物が集中し単独で存在するもの（ＳＸ

394・417）と、広範囲に炭化物が広がり焼け面遺構・鍛冶遺構を伴なっているもの（ＳＸ402、

ＳＸ490）がある。前者は平面形が40～50㎝の円形で、掘り方は認められず、痕跡的に認められ

るだけである。出土遺物はなく性格は明確ではない。後者は焼け面遺構（ＳＸ404・419）、鍛

冶遺構（ＳＸ549）の周辺に広がっていることから、これらに伴うものと考えられる。セット関

係は《ＳＸ404･419とＳＸ402》《ＳＸ490とＳＸ519》である。《ＳＸ404・419とＳＸ402》につ

いては、遺物や鉄滓などは認められないが、《ＳＸ490とＳＸ549》と類似した状況であり鍛冶

が行なわれていた可能牲がある。 

（8）集石遺構 

１基確認された。これまでの調査では確認されていない。平面形は直径約2.5ｍの不整形で、

深さ約10㎝の窪みに5～30㎝の礫が集中している。周辺に遺構に伴う施設等は認められない。石

には焼けた痕跡も認められない。出土遺物もなく遺構の性格は不明である。 

（9）遺構のまとめ 

今回の調査で遺構の分布範囲やその様相の一端が明かとなった。外堀のすぐ南側の東西 
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区である７・17・18区では、これまで地形から推定していた外堀とそれに連絡する溝が確認さ

れた。外堀のすぐ南側には高まり状に整地層が残存しており、整地層上下面の建物、井戸、鍛

冶遺構の様子が明かとなった。 

5区西は、昨年調査した5区東と類似した遺構の様相を示している。つまり、整地層が残存し、

整地層上下面で建物、井戸の様子が明かとなるとともに、区画溝と考えられる溝の延長が確認

された。しかしながら、具体的に地割りを示すまでには至らなかった。 

13～16区は、13・14区で遺構が密集し、遺跡の西端である15区や東端である16区に向かうほ

ど遺構の密度が低くなる傾向にある。 

13区では最低４時期以上の建物の変遷が明らかとなり、ある程度同時に存在する建物を捉え

ることができた。また、これより東、南では建物が確認されていないことから、城下町の南東

端の可能性もある。また、南端で溝ＳＤ487・488の北側のプランが確認されたが、大溝ＳＤ300

との関係も含め性格は不明である。 

14区は代表的な遺構で古いほうから①ＳＸ359Ａ道路跡→②ＳＫ354土壙→③ＳＸ359Ｂ道路

跡→④ＳＥ353井戸跡と大きく４時期あることが分かった。道路北側に多数の柱穴が確認され、

南側にはほとんど柱穴が見られないことから、この道路を境に町並みが途切れている可能性が

ある。道路北側部分に関しては、今後の調査で道路の延びや町並みが明かになるものと思われ

る。 

15区・16区は溝のほかに柱穴や井戸が少数見られる程度で遺構の密度は低い。また、溝は方

向、規模など不明の点が多い。 

以上のことが明かとなったが、調査区の制限があり遺構の全体像や性格を十分に把握するこ

とはできず、今後の調査に期待したい。 

 

２．遺物 

今回の調査では陶磁器、木製品、鉄製品、銅製品、古銭、石製品、土製品、人間の前歯・奥

歯、動物遺体が出土した。ＳＥ353、ＳＫ354などで木製品がまとまって出土している他は、調

査面積が広い割に遺物量は少ない。 

【陶磁器】無釉陶器、施釉陶器、染付陶器がある。産地・年代の分かるものは少ないが瀬戸、

美濃、唐津産の施釉陶器、肥前産の染付磁器は16世紀中頃～17世紀初頭、大堀相馬焼の土瓶は

19世紀に位置づけられよう。 

【漆器の椀、蓋】内外面に黒漆、または内面に朱塗が施され、外面には黒漆が施された後、朱

漆で文様が描かれている。外面に朱漆で伊達家の家紋である「三ツ引両」が描かれている蓋も

あり、本遺跡の性格を反映するものである。 
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【下駄】15点出土している。製作上の特徴によりＡ類：『連歯下駄』、Ｂ類：『露卯下駄』に

大別され、さらに細部の形態により細分できる。 

１．分類と特徴 

〈Ａ類：連歯下駄〉（第28図～第30図） 

９点出土している。いずれも台部と歯を柾目でくりだしたものである。平面形は角張った長

方形のもの（第28図１・２、第29図１・２、第30図２）、①隅丸長方形のもの（第28図３、第

29図３、第30図１・３）がある。 

台部の長さは17～23㎝で20㎝前後のものが多く、台帳は８～13㎝で11㎝前後のものが多い。

台部の長さと台幅の比はいずれも２：１となっている。台幅と歯幅を比較すると、台幅＞歯幅

のもの（第28図３ 第30図１）台幅≒歯幅のもの（第28図１・２、第29図３ 第30図３）、台幅

＜歯幅のもの（第29図１・２、第30図２）があり、特に偏りは見られない。歯の高さは2～6㎝

であるが、5㎝程度のものが多く、いずれも摩滅のため歯の角がとれて丸まっている。また、第

29図３は鼻緒孔が認められず、台部中央に５ｍ程の円形の窪みが２個見られるだけである。摩

滅もほとんど認められず、未製品の可能性がある。 

〈Ｂ類：露卯下駄〉（第31図～第32図） 

５点出土している。いずれも柾目の台部と板目の接地面をもつ歯を組み合わせたものである。

台部の平面形は①爪先側が直線的で踵側が曲線的なもの（第31図、第32図１、２）、②爪先側

が曲線的なもの（第32図３）がある。①は踵側がやや幅広に作られている。また、①の鼻重能

は台部と平行に造り出されているのに対し、②は台部から斜めに造り出されている。 

①の台部の長さは21～23㎝とまとまっている。台幅は第31図１が13㎝と比較的幅広であるほ

かは10㎝前後となっている。歯が残存しているものは第31図１、第32図1のみだが、高さは11

～12㎝、歯幅は台幅の1.4倍程度広くそれぞれ17㎝、15㎝を計り、これらはほとんど摩減してい

ない。第32図1の後歯は、木の枝が分岐した部分を差し込んで使用しており、応急処置と考えら

れる。台部の断面形はいずれも逆台形状で、裏面に加工痕が明白なものもある（第31図１、第

32図１）。②の台部の長さ、台幅は不明であるが小型のものと思われる。前歯のホゾ孔は2個認

められ、①と異なる。 

２．まとめ 

今回、連歯下駄９点、露卯下駄６点が出土した。両者には共通点と相違点が見出せる。 

共通点は台部の大きさに見られる。すなわち、（1）台部の長さが20～21㎝のものが主体とな

っていること、（2）台部の長さと台帳の比が２：１になっていること、（3）台部の長さが最 
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大23cmであることである。 

相違点は、下駄の歯の摩耗の度合いが異なることである。連歯下駄の歯は摩耗し角が取れて

丸まっているのに対し、露卯下駄の歯はほとんど摩減していない。これは連歯下駄の歯は原木

から台部と一緒に柾目でくりだしたものであるため摩耗しやすく、露卯下駄の歯は接地面が板

目になっているため摩耗しにくいという構造の違いがはっきり表われたものと考えられる。 

一方、摩耗・破損している露卯下駄の歯が単独で６点出土していることから（第33図１～６）、

摩耗・破損した場合は歯のみ交換して繰り返し使用したことがわかる。 

このように特徴が異なる下駄は、目的に応じて使い分けられていたものと思われるが、下駄

の用途を限定することはできなかった。しかし、第31図１の第32図１の露卯下駄は、歯の高さ

が12㎝程あること、爪先側が直線的になっているため前屈みになりやすいことなどから、水仕

事用や便所下駄など特定の目的で使われていたものと推定できる。 

今回出土した連歯下駄９点、露卯下駄６点の年代については、これらの下駄が宗清時代のも

のと考えられている遺構から出土していること、連歯下駄が主体をなし露卯下駄が併用される

傾向は江戸時代前半に見られるものである（牧野：1988）ことから、17世紀前半としておく。 

【箸】14区ＳＫ354から190本出土した。このうち完形の34本を対象に分類を行なった。 

１．分類 

[Ａ類]一方の先端が太く、他方が尖っているものである。4本ある。長さは19.3㎝～25.0㎝の

ものがあり、19～20㎝のものと24～25㎝のものに細分される。最大径は7.0～8.0㎜とまとまっ

ている。断面形は角が取れた正方形を呈する。 

[Ｂ類]中央に最大径があり、両端が尖っているものである。30本ある。長さは20.0㎝～30.3

㎝のものがあり、23～26㎝のもので過半数を占める。最大径は5.0～10.0㎜とバラツキが見られ

るものの、大半は5.0～7.0㎜のものである。また、長さと最大径の間に相関関係は認められな

かった。断面形は角が取れた正方形、長方形を呈する。 

２．まとめ 

箸は形態からＡ類、Ｂ類に大別され、さらに細分されたことから数種類の箸が使用され、ま

た、量的にはＢ類が圧倒的に多いことがわかった。 

箸の用途については、祝い事用と日常用、個人用と来客用というように使い分けされている

と言われている（本田：1983）。 

Ａ類は「天太先細」の片口箸で、日常的に個人が使用するものである。Ｂ類は「中太両細」

の両口箸で、正月や小正月には「太箸」「俵箸」「はらみ箸」と呼び、五穀豊穣、子孫 
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繁栄の象徴として祝い箸、雑煮箸に用いられるものである。また、今回は、太さがほとんど変

わらない「中平両細」のもので、来客をもてなすには最高とされる「利休箸」は出土していな

い。 

これらの箸は「三ツ引両」が描かれた漆器の蓋などとＳＫ354から出土していることから、宗

清時代に使用され、その後、漆器の椀や下駄などと一緒に廃棄されたものと考えられるが、分

類対象となった箸が少数であったため、これらが祝い事に用いられたものかは不明である。 

 

 

 

【古銭】煕寧元宝、元豊通宝、洪武通宝、永楽通宝、寛永通宝、文久永宝が出土している。後

２者は本邦銭で今国初めて出土した。寛永通宝は1737年以降流通した新寛永通宝で、文久永宝

は19世紀以降流通したものであるが、両者とも現在の集落付近の表土から出土したものであり、

直接本遺跡に関係する可能性は低いものと思われる。 

【動物遺体】 

13～15区、17区、18区の井戸跡、溝跡、土壙から出土した。いずれも手掘りサンプリングに

よって任意に採集されたもので、第12表に示したように魚類１種、鳥類１種、哺乳類５種があ

る。検出された資料は比較的保存状況の良好なものが多い傾向にあり、しかも解体痕とみられ

る横位切痕が認められるものもあるなど、これらの多くは食用され、「ゴミ」として一括廃棄

されたものと考えられる。年代的には、16世紀末～17世紀初頭のものとみられる。
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以下、今回出土した動物遺体について概要を述べていくが、各遺構ごとの出土量はもとより、

全体の種類や出土量も少なく、これらの利用状況を知る上においてはかなり部分的なものと思

われる。 

①魚類 

ＳＫ354土壙からカツオの尾椎骨が出土した。椎体長13.9㎜、椎体高13.4㎜で、体長は50～60

㎝程のものと推定される。今回の調査では、破片を含め椎骨が３点出土しただけであるが、中・

近世遺跡においては、マダイやマグロなどとともにごく一般的に検出される魚種である。 

②鳥類 

ＳＫ354土壙からガンカモ科の一種とみられる左上腕骨が１点出土した。マガモ・カルガモ相

当の大きさのもので、遺跡周辺で捕獲されたものと思われる。 

③哺乳類 

イヌ 

ＳＤ530溝跡から頭骨（頭蓋骨・上顎骨、左右下顎骨）、環椎、軸椎、第５頚椎、腰椎がまと

まって出土した。頭蓋骨は左側の頬骨弓から吻端にかけての部分を欠損しているが、その他の

部位はほぼ完存資料であり、解体・調理等の痕跡は認められない。頭骨については、上顎と下

顎の咬合が適合することから、同一個体のものとみられる。各部位の計測値は第13･14表に示し

た。頭蓋最大長は197.2㎜と大きく、長谷部（1952）の型区分では中大級型に属する。年齢はす

べての永久歯が萌出しているが、前頭骨頭頂間縫合が完全に閉鎖していないことから、少なく

とも２歳に満たない若い個体とみられる。また、矢状稜の発達状況からみて雄の可能性が高い

（註２）。前頭骨から吻部にかけてのくぼみ、いわゆる額段（ストップ）は、頭蓋骨の大きさ

に比して小さい。頬骨弓は頑丈であるが、左右への張 
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り出しはさほど大きくなく、頭骨示数（頬骨弓幅/頭蓋最大長）でみると仙台城三ノ丸跡や現生

シバイヌよりも、むしろ田柄貝塚出土のものに近い値を示している。後頭骨頭頂部には病変に

よるとみられる骨増殖が認められる。下顎骨は全長が140.2㎜、下顎体厚が12.9㎜と大きく頑丈

である。咬筋窩深は9.6㎜と深く、かなり強力な咀嚼筋をもっていたと推測される。ただし、歯

は上下顎歯ともほとんど磨耗しておらず、柔らかい食物を摂取していた可能性が考えられる。 

このほか、ＳＫ354土壙から頭蓋骨の破片、ＳＤ360溝跡から右下顎骨および右肩甲骨が出土

している。このうちＳＤ360出土の下顎骨は、ＳＤ530溝跡出土のものと同様に、骨体が大きく

頑丈である。 

以上、本遺跡出土のイヌについて特徴を述べたが、当時としてはかなりの大型犬に属するも

のである。比較資料が乏しく、現段階で結論付けることはできないが、大きさや形態的な特徴

からみて西洋犬の可能性も考えられる（註３）。 

ニホンジカ 

最も出土量が多く、動物遺体を検出したすべての遺構から出土している。頭骨および胴骨（椎

骨・肋骨）は極めて少なく、四肢骨が大半を占める。前肢では上腕骨と橈骨、後肢では大腿骨、

脛骨、踵骨、距骨の出土が目立つ。解体痕や二次加工の痕跡が認められる資料もあるが、全体

的に保存状況が良く、部位による偏りは当時の解体や廃棄のあり方を反映したものである可能

性が高い。とくに、頭骨・胴骨の欠落は狩猟地など別の場所で一次的に解体されたことを示し

ている可能性が高く、足根骨が比較的多く出土している点については四肢骨が関節した状態で

本遺跡内に持ち込まれ、さらに解体された後すぐ、近くの井戸や溝などに廃棄されたことを示

しているものと思われる。なお、四肢骨の関節部が残存する資料はすべて癒合状態にある。ま

た、各部位骨ともかなり大きい個体のものが多く、ニホンジカについてみれば成獣のみで構成

されていた可能性が高い。 

イノシシ 

ＳＤ334溝跡から左橈骨、ＳＤ360溝跡から左肩甲骨、ＳＤ361溝跡から左脛骨、ＳＤ530溝跡

から左橈骨が出土した。ニホンジカとは異なり、関節部が未癒合状態のものや明らかに幼個体

のものとみられる資料も含まれる。 

ウマ 

ＳＤ360溝跡から左中手骨、ＳＤ385溝跡から左上腕骨、左橈骨、右中手骨、右基節骨が出土

した。各部位の計測値は第13表に示した。これらの計測値から推定される体高は、いずれも120

～130㎝程で、この時期としてはごく平均的な小型～中型馬に属する大きさのものである（西

中川他：1991）。 
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ヒト 

ＳＫ454土壙から、臼歯のみが出土した。歯根部は欠損し、歯冠部のエナメル質が残存してい

るだけで、上下顎歯や部位、年齢などについては不明である。（菅原弘樹） 

（註２）獨協医科大学茂原信生氏、奈良国立文化財研究所松井章氏に御教示頂いた。 

（註３）註２と同じ。 

３．推定される遺跡の構造と年代 

今回の調査で新たに外堀南辺と遺跡南辺の様子が明かとなり、これまでの調査も含め次第に

城下町の構造が見えてきた。 

城下町の北部、南西部、南東部にあたる７、15～18区では、竹林川や外堀ＳＤ146と連絡し、

取水・排水の機能を果たす比較的大きな溝が存在するが、その他の遺構の分布は稀薄または一

部に遺構が集中するという傾向にある。 

一方、これらの溝に囲まれる５区西、13・14区は、広範囲に遺構が分布し、大きく４時期以

上の変遷が認められることから町場が形成されていた区域と考えられる。南部の14区では道路

跡が確認され、今後の調査で町並みが明かになる可能性もある。また、昨年、５区東では区画

溝による地割りの可能性が指摘されたが、今回５区西でその延長が確認され、さらに５区の南

側である13・14区でも地割りを予想できる溝の配置が明らかとなった。このことから、遺跡の

南東側は地割りが行なわれていた可能性が高いものと考えられる。しかし、地割りの基準、規

模、範囲などは明確にできなかった。 

遺構の年代については、16～17世紀の陶磁器、17世紀前半の下駄、「三ツ引両」が描かれた

漆器の蓋などが出土していることから17世紀初頭を中心とするものと思われるが、遺構の存続

期間を明確に示せる資料は得られなかった。しかし、これまでも指摘されていたように本遺跡

で確認された遺構は、数時期以上の変遷を示していることから、文献で示された宗清居城の数

年足らずの間に残されたものではないことは明らかであり、宗清居住の以前にも町並が存在し

ていたと考えられる。また、これまで出土していなかった寛永通宝、文久永宝、19世紀の大堀

相馬焼きの土瓶が皮土しているが、これらは調査区南端部の表土から出土したものであり、直

接遺跡と関係するものではないと思われる。 
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第五章 まとめ 

今回の調査結果をまとめると以下のようになる。 

１．中近世・平安時代の遺構のほかに、新たに古墳時代前期塩釜式期の土器集中地点が確認さ

れ、本遺跡が古墳時代前期まで遡ることが明らかとなった。 

２．外堀の南側と遺跡の南辺を調査し、城下町の様子がより明確となった。 

３．外堀南郷、遺跡の南西端、南東端にあたる７・15～18区は整地層残存部で遺構が集中して

いた他は、竹林川や外堀と連絡し取水・排水を目的とする溝が確認された程度であり、遺

構の分布は稀薄である。一方、５区西・13・14区では広範囲で遺構が確認され、４時期以

上の変遷が明かとなった。 

４．５区西・13・14区では溝の配置から地割りが予想されるが、具体的な規模、基準などは明

らかにできなかった。 

５．14区では東西方向の道路跡が確認された。道路北側には多数の柱穴が確認され、今後の調

査により町並が明らかになるものと思われる。 

６．今回確認された遺構の年代は、出土した遺物の多くが17世紀初頭頃のものであることから、

宗清が居城した時期頃のものと思われる。しかし、これまでの調査で確認された遺構は数

時期の変遷を示していることから、宗清が層城した数年間に残されたものでないことは明

らかであり、宗清居城以前にも町並が存在していたと思われる。 

７．寛永通宝、文久永宝、大堀相馬の土瓶が出土したが、これらは遺跡南端の表土から出土し

たものであり、遺跡と関係する可能性は低いと思われる。 
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調 査 要 項 

遺 跡 名：新谷地遺跡（しんやちいせき） 

宮城県遺跡地名表登載番号：27057 

遺跡記号：0Ｔ 

所 在 地：宮城県古川市小林字新谷地・塚原・狐壇・新塚原・要害、宮沢字牛沼 

調査原因：県営ほ場整備事業 

調査面積：約66500㎡ 

調査期間：平成５年11月８日～30日 

調査主体：宮城県教育委員会 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

調 査 員：斉藤吉弘、阿部 恵 
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Ⅰ はじめに（第１・２図） 

新谷地遺跡は古川市小林字新谷地・塚原・要害・狐壇・新塚原、宮沢字牛沼などの広い

範囲に所在する遺跡で、東北自動車道古川インターチェンジの北北西約３キロメートルの

地点に位置している（第１図）。 

本遺跡の所在する古川市は宮城県の北西部に位置している。その地形を見ると市の北部

には築館丘陵が東に展開し、起伏の少ない丘陵地帯を形成している。中央部から南部にか

けては、丘陵地帯の南麓を東南方向に流れる江合川や市の西端を東流する鳴瀬川とその支

流多田川によって形成された肥沃で広大な大崎低地が広がっており、水田として利用され

県内有数の穀倉地帯となっている。また、河川の流域には各所に自然堤防が発達している。 

新谷地遺跡は築館丘陵のほぼ南端、大崎平野に接する標高32～39ｍのなだらかな南斜面

に立地しており、現状は大部分が水田で、一部が宅地や畑、杉林などになっている。 

今回の調査は、県営ほ場整備事業（宮沢地区小林工区）に伴う確認調査である。 

調査の対象地域は農道小林・川北線の西側に当たり、平成３年に調査が行われた新谷地

北遺跡の南東に隣接する地域である。この地域は平成４年にも確認調査が実施されており、

今回はその時に調査が出来なかった部分で、削平される場所を対象としている。調査対象

面積は約66500㎡で、現在大部分が水田、一部が休耕田や畑地となっている（第２図）。 

調査は11月８日～30日にかけて行った。調査は任意の方向・規模のトレンチを間隔を置

いて合計21本設定し、重機によって表土を剥離して実施した。トレンチ調査の面積は約2600

㎡である。トレンチの位置と遺構については、平板測量による乎面図を作成するとともに、

写真撮影をして記録を残した。 

Ⅱ 発見された遺構と出土遺物 

今回の調査で発見された遺構は土壙、溝、柱穴、ピットなどである。出土遺物にはナイ

フ形石器・縄文土器？・弥生土器・礫石器・土師器・須恵器・平瓦･中世陶器･鞴の羽口・

砥石・古銭・鉄製品・鉄滓など多様なものがある。以下、各トレンチ検出の遺構・出土遺

物について、地形的なまとまりごとに述べる（第３図）。 

〈第２トレンチ〉 

第２トレンチは平成４年の確認調査区の北東に位置するトレンチである。 
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土壙２基と溝１条が検出され、黒ボク土直下の地山面で、珪質頁岩製の縦長剥片を素材

としたナイフ形石器が１点出土している（第３図１）。 

〈第３・４・５・７・９トレンチ〉 

第３トレンチは平成４年の確認調査で掘立柱建物跡や柱穴列などが検出された第11～16

トレンチの北側、第４・５・７・９トレンチは南側に位置している。土壙・溝・ピットな

どが検出され、土壙が多い。今回は掘立柱建物跡などは検出されて 



 

136 

 



 

137 

 

いないが遺跡としては一体のものと考えられ

る。また、第７・９トレンチから検出された土

壙は、新谷地北遺跡で検出され土壙墓とされた

ものに形態・規模などが類似している。地点を

変えて墓域がある可能性も考えられる。 

出土遺物としては弥生土器・石器・須恵器・

中世陶器などがあるが、遺構に伴うものはない。 

〈第12トレンチ〉 

土壙･ピット･溝が検出されている。ＳＫ01

からは鞴の羽口（図版２-３･４）･鉄滓が出土

しており、周辺の畑には鉄滓や羽口の破片が広

く散布することから、この付近に鍛冶遺構とそ

の関連遺構が存在する可能性が高い。また、Ｓ

Ｋ02からは砥石が（図版２-５）、ＳＫ03から

は古銭が出土した。古銭（第３図２）は、磨減

が著しいが北宋銭の「照寧天宝」と思われる。 

遺物は、表土から弥生土器･土師器･須恵器･

平瓦･陶器（瀬戸産）･鞴の羽口･鉄滓･鉄製品な

どが出土したおり、鞴の羽口の破片や鉄滓が多

い。 

〈第14･15･16 トレンチ〉 

これらのトレンチは新谷地北遺跡の南、平成４年の確認調査で土壙墓と考えられる土壙

が14基検出された第１～３トレンチの西に接している。 

土壙・ピットなどが検出され、土壙は第16トレンチに集中している。土壙の形態・規模

は新谷地北遺跡の土壙墓と類似していることから、昨年までに検出されている土壙墓群と

一連のものと考えられる。 

遺物は表土から土師器･須恵器が出土した。 

〈第17･18･19･20･21 トレンチ〉 

これらのトレンチは平成５年春に古川市教委によって発掘され、掘立柱建物跡や竪穴住

居跡などが検出されている畑の東側に位置する。 

土壙・柱穴・住居跡？・溝などが検出されている。第17・19・20トレンチでは開田による

削平が著しい。 
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出土遺物には縄文土器？・土師器・須恵器・鞴の羽口などがあり、第21トレンチでは平

安時代の遺物が多く出土している。 

Ⅲ まとめ 

１．今回の調査では合計21本のトレンチを設定して確認を実施した。水田部分に設定した

いずれのトレンチにも開田による削平が認められたが、すべてのトレンチで数に多少の差

はあるものの遺構・遺物が確認された。 

２．平成４年の確認調査で新谷地北遺跡の土壙墓群が南に延びているのが確認されている

が、今回の調査でもそれが再確認できた。しかし、今回確認された土壙は新谷地北遺跡や

前回確認されたものと比較すると、標高にして約１ｍ低い場所で確認されている。中間に

沢が入る可能性も考えられ、単純に同一の土壙墓群の分布範囲の拡大としていいのか、今

後の検討が必要と思われる。 

３．平成４年の確認調査で掘立柱建物跡などが検出された地域は、その周囲から遺構が検

出され、その範囲が広がることが明らかになった。 

４．今回の調査によって得られた新しい知見として、旧石器時代のナイフ形石器の発見と

鍛冶遺構の存在が知られたこととがある。 

５．新谷地遺跡は広大な範囲をもつ遺跡で、確認調査によって多くの時期の遺構や遺物が

認められた。新谷地遺跡の立地する丘陵は、単一の丘陵ではなく小さな沢などによって複

雑に開析されていることが、今回までの確認調査のトレンチによって知ることができる。

このような小地形によって遺跡の範囲が画され、複数の遺跡に細分される可能性も考えら

れる。 
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